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特
集
：
2
0
2
5
年
セ
ン
サ
ス
が
語
る
日
本
農
業
の
転
機

〔
巻
頭
論
文
〕

2
0
2
5
年
セ
ン
サ
ス
の「
誤
読
」を
正
す

　
―
危
機
の
実
相
を
直
視
す
べ
き
だ

会
員
　
行
友　

弥

　

筆
者
は
統
計
の
専
門
家
で
は
な
く
、
大
規
模
な
統
計
デ
ー
タ
を
駆
使
す
る
よ
う
な
研
究
者
で
も
な
い
。
た
だ
、
か

つ
て
記
者
と
し
て
主
に
農
林
水
産
分
野
を
担
当
し
、
民
間
企
業
の
研
究
員
に
転
職
し
た
後
も
東
日
本
大
震
災
被
災
地

の
農
業
復
興
状
況
を
調
査
し
た
の
で
、
農
林
統
計
を
参
照
す
る
機
会
は
多
か
っ
た
。
短
期
間
だ
が
、
農
林
水
産
省
の

農
林
業
セ
ン
サ
ス
研
究
会
と
漁
業
セ
ン
サ
ス
研
究
会
の
委
員
に
「
素
人
代
表
」
と
し
て
任
ぜ
ら
れ
た
こ
と
も
あ
る
。

五
年
に
一
度
公
表
さ
れ
る
農
林
業
セ
ン
サ
ス
の
調
査
結
果
に
は
個
人
的
に
も
注
目
し
て
き
た
。

　

中
で
も
昨
年
一
一
月
に
概
数
値
、
今
年
三
月
に
確
定
値
が
公
表
さ
れ
た
2
0
2
5
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
の
結
果
に

は
衝
撃
を
受
け
た
。
担
い
手
の
減
少
な
ど
日
本
農
業
の
危
機
が
新
段
階
に
入
っ
た
と
感
じ
た
か
ら
だ
。
し
か
し
、
大

手
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
に
そ
う
い
う
危
機
感
は
薄
く
、
む
し
ろ
肯
定
的
な
ト
ー
ン
す
ら
あ
っ
た
。
農
水
省
の
報
道
発
表
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資
料
（
以
下
「
発
表
文
」
と
す
る
）
を
確
認
す
る
と
、
確
か
に
そ
ん
な
表
現
に
な
っ
て
い
た
。

　

一
九
世
紀
の
英
首
相
デ
ィ
ズ
レ
ー
リ
は
「
う
そ
に
は
三
種
類
あ
る
。（
普
通
の
）
う
そ
、
真
っ
赤
な
う
そ
、
そ
し

て
統
計
」
と
語
っ
た
と
い
う
。
25
年
セ
ン
サ
ス
の
伝
え
ら
れ
方
に
は
、ま
さ
に
「
統
計
で
ウ
ソ
を
つ
く
法
」（
ダ
レ
ル
・

ハ
フ
）
を
思
わ
せ
る
ミ
ス
リ
ー
ド
が
感
じ
ら
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
統
計
に
は
多
様
な
解
釈
が
あ
っ
て
当
然
な
の
で
、
自

分
の
見
方
が
間
違
っ
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
統
計
か
ら
何
ら
か
の
結
論
を
導
き
出
す
に
は
、
個
々
の
数

字
の
背
後
に
あ
る
も
の
を
注
意
深
く
読
み
取
る
必
要
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
報
道
と
は
違
う
25
年
セ
ン
サ
ス
の
「
再

読
」
を
試
み
た
い
。

基
幹
的
農
業
従
事
者
の
急
減
と
「
若
返
り
」

　

周
知
の
通
り
農
林
業
セ
ン
サ
ス
は
当
該
年
二
月
一
日
現
在
の
状
態
を
示
す
全
数
調
査
（「
全
数
」
と
言
え
る
か
は
怪

し
く
な
っ
て
き
た
が
）だ
。
二
〇
二
五
年
の
結
果
で
筆
者
が
注
目
し
た
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
は
、基
幹
的
農
業
従
事
者（
自

営
農
業
を
主
な
仕
事
と
し
て
い
る
世
帯
員
、
個
人
経
営
体
）
の
大
幅
な
減
少
だ
っ
た
。

　

今
回
は
一
〇
三
万
六
二
二
八
人
と
な
り
、
五
年
前
か
ら
二
四
％
減
っ
た
。
つ
ま
り
農
業
を
本
業
と
す
る
人
の
四
分

の
一
近
く
が
こ
の
五
年
間
で
い
な
く
な
っ
た
こ
と
に
な
る
。
五
年
間
の
減
少
率
も
2
0
1
5
年
セ
ン
サ
ス
の
一
五
％
、

二
〇
年
の
二
二
％
か
ら
加
速
し
、
過
去
最
悪
に
な
っ
た
。
仮
に
「
五
年
で
二
四
％
減
」
の
ペ
ー
ス
が
続
け
ば
、
五
〇

年
後
の
七
五
年
に
は
六
万
七
〇
〇
〇
人
程
度
に
ま
で
落
ち
込
む
計
算
だ
。



10
　

た
だ
し
、
農
業
経
営
体
数
の
減
少
幅
は
今
回
も
前
回
も
（
小
数
点
以
下
を
四
捨
五
入
す
れ
ば
）
二
二
％
で
大
き
く
変

わ
ら
な
い
。
人
よ
り
経
営
に
重
き
を
置
く
産
業
論
の
視
点
か
ら
言
え
ば
、働
き
手
の
減
少
は
む
し
ろ
生
産
性
向
上（
省

力
化
）
の
結
果
と
し
て
歓
迎
す
べ
き
か
も
知
れ
な
い
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
生
産
水
準
が
維
持
で
き
る
こ
と

が
前
提
だ
。

　

ま
た
、
農
業
は
地
域
に
深
く
根
差
し
た
産
業
で
、
農
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
は
農
業
を
軸
に
形
成
さ
れ
て
き
た
。
農

業
者
が
加
速
度
的
に
減
っ
て
い
く
状
況
は
、
地
域
社
会
の
あ
り
方
を
大
き
く
変
え
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
産
業
と
し
て

は
プ
ラ
ス
で
あ
っ
て
も
、
地
域
社
会
に
と
っ
て
は
マ
イ
ナ
ス
の
変
化
か
も
知
れ
な
い
。

　

も
う
一
つ
の
驚
き
は
、
そ
の
基
幹
的
農
業
従
事
者
の
平
均
年
齢
が
比
較
可
能
な
1
9
9
5
年
セ
ン
サ
ス
以
降
初
め

て
低
下
し
た
こ
と
だ
。
平
均
年
齢
は
一
五
年
に
六
七
歳
、
二
〇
年
に
六
七
・
八
歳
と
上
昇
を
続
け
て
き
た
が
、
二
五

年
は
六
七
・
七
歳
と
わ
ず
か
な
が
ら
「
若
返
っ
た
」。
こ
れ
ま
で
高
齢
化
は
日
本
農
業
が
抱
え
る
最
大
の
課
題
の
一
つ

と
さ
れ
て
き
た
が
、
数
字
の
上
で
は
そ
れ
に
歯
止
め
が
か
か
っ
た
形
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
本
当
に
朗
報
な
の

だ
ろ
う
か
。

「
規
模
拡
大
」
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
農
水
省

　

報
道
発
表
で
最
大
の
ト
ピ
ッ
ク
と
さ
れ
た
の
は
、
農
業
経
営
の
法
人
化
と
規
模
拡
大
の
進
展
で
あ
る
。
概
数
値
を

公
表
し
た
昨
年
一
一
月
二
八
日
の
農
水
省
の
発
表
文
は
、
主
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
下
記
の
三
点
を
挙
げ
た
。
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・
農
業
経
営
体
の
減
少
が
続
く
中
、
法
人
経
営
体
は
五
年
前
に
比
べ
七
・
九
％
（
確
定
値
は
一
〇
・
一
％
）
の
増
加

　

・
一
経
営
体
当
た
り
の
経
営
耕
地
面
積
は
三
・
七
（
同
三
・
六
）
㌶
と
な
り
、
〇
・
六
（
同
〇
・
五
）
㌶
の
増
加

　

・�
経
営
耕
地
面
積
二
〇
㌶
以
上
の
農
業
経
営
体
の
面
積
シ
ェ
ア
が
、
初
め
て
五
割
を
超
え
る
な
ど
、
規
模
拡
大
が

進
展

　　

な
お
、
三
つ
目
の「
初
め
て
五
割
を
超
え
る
」は
、
確
定
値
を
公
表
し
た
今
年
三
月
三
一
日
付
の
発
表
文
で
は「
約

五
割
を
占
め
る
」
に
改
め
ら
れ
た
。
確
定
値
で
は
五
割
を
超
え
な
か
っ
た
か
ら
だ
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
農
水
省
が
強
調
し
た
の
は
「
農
業
経
営
の
法
人
化
と
規
模
拡
大
、
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
が
進

ん
だ
」
こ
と
、
言
い
換
え
れ
ば
「
構
造
改
革
が
進
展
し
た
」
と
い
う
肯
定
的
な
見
方
で
あ
る
。

　

新
聞
・
テ
レ
ビ
等
の
報
道
も
、
多
く
は
こ
の
発
表
内
容
に
即
し
た
も
の
に
な
っ
た
。
例
え
ば
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
概
数
値
が

公
表
さ
れ
た
昨
年
一
一
月
二
八
日
の
ニ
ュ
ー
ス
で
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

　
「
二
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
大
規
模
な
生
産
者
が
耕
作
し
て
い
る
農
地
の
面
積
が
、
こ
と
し
、
初
め
て
全
体
の
半

分
を
超
え
た
こ
と
が
農
林
水
産
省
の
調
査
で
分
か
り
ま
し
た
。
生
産
者
の
経
営
規
模
の
拡
大
が
急
速
に
進
ん
で
い
る

現
状
を
示
し
て
い
ま
す
」（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト
よ
り
）

　

一
方
、
基
幹
的
農
業
従
事
者
の
減
少
に
つ
い
て
は
、
猛
暑
や
資
材
価
格
の
高
騰
と
い
っ
た
短
期
的
要
因
が
挙
げ
ら

れ
た
。
た
と
え
ば
同
二
九
日
付
の
毎
日
新
聞
の
記
事
に
は
「
資
材
高
騰
や
猛
暑
の
影
響
で
高
齢
者
を
中
心
に
離
農
や
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廃
業
が
加
速
し
た
こ
と
が
要
因
だ
と
し
て
い
る
」（
毎
日
新
聞
の
ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト
よ
り
）
と
あ
る
。

　

発
表
文
に
該
当
す
る
記
述
は
な
い
が
「
と
し
て
い
る
」
と
い
う
表
現
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
農
水
省
の
担
当
者
が

記
者
に
そ
の
よ
う
な
説
明
を
し
た
か
ら
だ
ろ
う
。
し
か
し
前
述
の
通
り
、
こ
れ
ま
で
も
基
幹
的
農
業
従
事
者
数
の
減

少
率
は
拡
大
し
て
き
た
。
そ
の
理
由
を
猛
暑
や
コ
ス
ト
増
と
い
っ
た
「
偶
発
的
要
因
」
だ
け
に
帰
す
説
明
は
妥
当
な

の
だ
ろ
う
か
。

若
手
の
新
規
就
農
が
増
え
た
？

　

農
業
構
造
動
態
調
査
に
よ
る
と
、
二
六
年
の
基
幹
的
農
業
従
事
者
数
は
九
八
万
六
六
〇
〇
人
と
、
つ
い
に

一
〇
〇
万
人
を
割
り
込
ん
だ
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
農
業
経
営
体
の
半
数
以
上
が
後
継
者
を
確
保
で
き
て
い
な
い
実

態
も
あ
る
。
や
は
り
農
業
者
の
加
速
度
的
減
少
は
構
造
的
な
要
因
が
大
き
い
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
「
平
均
年
齢
の
低
下
」
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
報
道
は
少
な
か
っ
た
が
、
今
年
二
月
二
一
日
付
日
本
経
済
新
聞
の
記

事
「
デ
ー
タ
で
読
む
地
域
再
生
」
に
は
「
農
家
の
年
齢
、
初
の
低
下
／
平
均
六
七
・
六
歳
、
二
七
都
府
県
で
若
返
り
」

と
い
う
見
出
し
が
掲
げ
ら
れ
た
。
記
事
で
は
、
三
重
県
で
新
規
就
農
し
た
イ
チ
ゴ
農
家
の
事
例
を
紹
介
し
、
農
業
参

入
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
同
県
な
ど
自
治
体
の
努
力
に
も
言
及
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
新
規
就
農
の
成
功
例
が
増
え
て
平
均
年
齢
が
下
が
っ
た
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
が
、
そ
れ
は
ミ
ス
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
で
は
な
い
か
。
こ
の
記
事
の
末
尾
に
は
「
若
手
就
農
者
が
増
え
る
自
治
体
が
あ
る
一
方
で
、
高
齢
者
の
大
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量
離
脱
と
い
う
構
造
変
化
の
兆
候
も
う
か
が
え
る
」
と
西

村
教
子
・
公
立
鳥
取
環
境
大
学
教
授
が
コ
メ
ン
ト
し
て
い

る
。
そ
の
言
葉
の
方
に
、
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
が
あ
る
と
筆
者

は
感
じ
る
。     

　
　
高
齢
層
の
大
量
離
農
が
進
行

　

具
体
的
な
数
字
を
見
て
い
こ
う
。
上
の
表
は
一
五
年
、

二
〇
年
、二
五
年
そ
れ
ぞ
れ
の
基
幹
的
農
業
従
事
者
数
（
個

人
経
営
体
）
を
五
歳
刻
み
の
年
齢
階
層
別
に
表
し
、
次
頁

の
図
で
は
そ
れ
を
折
れ
線
グ
ラ
フ
に
し
た
。
二
五
年
は
す

べ
て
の
年
齢
層
で
二
〇
年
よ
り
減
っ
て
い
る
こ
と
を
、
ま
ず
は
押
さ
え
て
お
き
た
い
。

　

二
五
年
に
お
け
る
最
多
層
は
①
七
〇
～
七
四
歳
の
二
一
万
七
〇
八
六
人
で
あ
る
。
次
い
で
②
七
五
～
七
九
歳
の

一
八
万
八
四
一
二
人
、
③
六
五
～
六
九
歳
の
一
四
万
九
〇
四
九
人
と
続
き
、
こ
の
三
階
層
で
全
体
の
五
割
強
を
占
め

る
。
そ
れ
ぞ
れ
二
〇
年
と
比
べ
る
と
①
が
四
万
七
一
〇
七
人
（
一
七
・
八
％
）、
②
が
七
八
〇
五
人
（
四
・
〇
％
）、
③

が
一
〇
万
三
六
一
九
人
（
四
一
・
〇
％
）
の
減
少
だ
。

　

こ
の
う
ち
特
に
減
り
方
が
大
き
い
①
と
③
（
合
せ
れ
ば
六
五
～
七
四
歳
の
層
）
は
農
業
現
場
で
は
バ
リ
バ
リ
の
現
役

表　基幹的農業従事者の年齢構成� （単位・人）
2015年 2020年 2025年

15～19歳 771 607 533
20～24歳 6,728 4,661 3,784
25～29歳 17,106 10,796 8,401
30～34歳 26,629 20,252 14,368
35～39歳 34,446 30,219 25,171
40～44歳 41,585 37,702 35,612
45～49歳 50,229 43,231 42,256
50～54歳 76,662 50,169 46,843
55～59歳 125,460 76,733 52,947
60～64歳 242,076 140,047 85,002
65～69歳 304,826 252,668 149,049
70～74歳 283,371 264,193 217,086
75～79歳 272,243 196,217 188,412
80～84歳 186,158 144,412 100,443
85歳以上 85,474 91,131 66,321
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で
、
指
導
者
層
で
も
あ
る
。
そ
の
人
々
の
大
量
離
農
が
進
行

し
て
い
る
こ
と
を
数
字
が
明
確
に
裏
付
け
て
い
る
。

　

さ
ら
に
掘
り
下
げ
て
、
世
代
ご
と
の
動
き
を
追
跡
し
て
み

よ
う
。

　

一
五
年
の
六
五
～
六
九
歳
は
二
〇
年
の
七
〇
～
七
四
歳
、

二
五
年
の
七
五
～
七
九
歳
に
あ
た
る
。
年
齢
は
調
査
年
の
二

月
一
日
現
在
な
の
で
、
一
九
四
五
年
二
月
二
日
～
五
〇
年
二

月
一
日
に
生
ま
れ
た
人
々
が
該
当
し
、
い
わ
ゆ
る
「
団
塊
の

世
代
」（
四
七
～
四
九
年
生
ま
れ
）
も
こ
こ
に
含
ま
れ
る
。
表

中
に
矢
印
で
示
し
た
通
り
、
こ
の
世
代
の
基
幹
的
農
業
従
事

者
は
一
五
～
二
〇
年
の
五
年
間
で
四
万
六
三
三
人
、
二
〇
～

二
五
年
に
は
七
万
五
七
八
一
人
が
離
農
し
た
計
算
に
な
る
。

　

も
う
一
つ
上
の
世
代
（
二
五
年
時
点
の
八
〇
～
八
四
歳
）
の

減
り
方
は
さ
ら
に
激
し
く
、
一
五
～
二
〇
年
に
八
万
七
一
五
四
人
、
二
〇
～
二
五
年
に
九
万
五
七
七
四
人
が
退
出
し

た
。
ま
た
、
ど
ち
ら
の
世
代
も
減
少
ペ
ー
ス
が
加
速
し
て
い
る
。

　

で
は
、
若
手
の
新
規
参
入
は
進
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
ち
ら
は
単
純
に
二
〇
年
か
ら
二
五
年
へ
の
増
減
を
見

図　基幹的農業従事者の年齢構成
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る
と
、
三
五
～
三
九
歳
が
五
〇
四
八
人
（
一
六
・
七
％
）
減
、
三
〇
～
三
四
歳
が
五
八
八
四
人
（
二
九
・
一
％
）
減
、

二
五
～
二
九
歳
が
二
三
九
五
人
（
二
二
・
二
％
）
減
、
二
〇
～
二
四
歳
が
八
七
七
人
（
一
八
・
八
％
）
減
と
、
い
ず
れ
も

二
ケ
タ
の
減
少
率
を
示
し
て
い
る
。
四
〇
～
五
四
歳
が
か
ろ
う
じ
て
一
〇
％
未
満
の
減
少
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
が
、

わ
ず
か
に
希
望
を
感
じ
さ
せ
る
状
況
だ
。

　

こ
う
し
て
デ
ー
タ
を
詳
細
に
見
れ
ば
、
決
し
て
若
手
の
新
規
就
農
が
平
均
年
齢
を
引
き
下
げ
た
わ
け
で
は
な
く
、

西
村
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
高
齢
層
の
大
量
離
農
が
「
若
返
り
」
の
主
因
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
。
そ
れ
は
吉
報

で
は
な
く
、
む
し
ろ
生
産
基
盤
の
崩
壊
が
よ
り
深
化
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

大
規
模
層
も
農
地
を
引
き
受
け
き
れ
な
い
実
態

　

発
表
文
が
強
調
す
る
「
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
」
も
検
討
が
必
要
だ
。
法
人
経
営
体
が
増
え
た
こ
と
は
公
表
数
字

の
通
り
だ
が
、
問
題
は
「
一
経
営
体
当
た
り
の
経
営
耕
地
面
積
の
拡
大
」
と
「
経
営
耕
地
面
積
二
〇
㌶
以
上
の
農
業

経
営
体
の
面
積
シ
ェ
ア
が
約
五
割
を
占
め
る
」
と
い
う
こ
と
の
意
味
で
あ
る
。

　

一
経
営
体
当
た
り
の
経
営
耕
地
面
積
は
全
体
の
経
営
耕
地
面
積
を
経
営
体
数
で
割
っ
た
数
だ
か
ら
、
経
営
体
数
の

減
り
方
が
経
営
耕
地
面
積
の
減
少
よ
り
大
き
け
れ
ば
、
そ
の
数
字
は
押
し
上
げ
ら
れ
る
。
二
五
年
の
農
業
経
営
体
数

は
八
三
万
六
〇
五
四
経
営
体
で
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
二
〇
年
よ
り
二
二
・
三
％
減
っ
た
。
一
方
、
経
営
耕
地
面
積

は
二
九
九
万
八
六
三
四
㌶
で
、
二
〇
年
の
三
二
三
万
二
八
八
二
㌶
よ
り
七
・
二
％
減
少
し
て
い
る
。
リ
タ
イ
ア
す
る



16

農
家
や
営
農
組
織
が
耕
作
し
て
い
た
農
地
を
担
い
手
が
カ
バ
ー
し
き
れ
ず
、
全
体
と
し
て
生
産
が
縮
小
し
て
い
る
こ

と
が
読
み
取
れ
る
。
二
〇
㌶
以
上
の
経
営
体
の
シ
ェ
ア
が
上
昇
し
た
の
も
、
小
規
模
な
個
人
経
営
体
の
離
農
が
進
ん

だ
影
響
が
大
き
い
だ
ろ
う
。

　

規
模
拡
大
と
い
う
「
成
果
」
を
強
調
す
る
農
水
省
の
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
を
「
大
本
営
発
表
」
と
批
判
す
る
の
は
安

藤
光
義
・
東
京
大
学
大
学
院
農
学
生
命
科
学
研
究
科
教
授
で
あ
る
。

　

安
藤
氏
は
八
月
一
七
日
付
日
本
農
業
新
聞
掲
載
の
大
型
コ
ラ
ム
「
現
場
か
ら
の
農
村
学
教
室
」
で
、
一
経
営
体
当

た
り
の
経
営
耕
地
面
積
に
つ
い
て
「
規
模
が
大
き
く
異
な
る
北
海
道
と
都
府
県
を
一
緒
に
し
て
算
出
し
た
全
国
平
均

の
三
・
六
㌶
と
い
う
数
字
に
何
の
意
味
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
」
と
退
け
た
。

　

そ
し
て
、
都
府
県
に
限
れ
ば
二
〇
㌶
以
上
層
へ
の
集
積
率
は
三
一
％
に
過
ぎ
ず
、
む
し
ろ
経
営
耕
地
面
積
の
減
少

が
深
刻
だ
と
指
摘
す
る
。
一
方
の
北
海
道
で
も
二
〇
㌶
、
三
〇
㌶
以
上
の
大
規
模
層
が
経
営
耕
地
面
積
を
減
ら
し
た

事
実
に
注
目
し
、
食
料
生
産
基
地
・
北
海
道
の
異
変
に
警
鐘
を
鳴
ら
す
。

　

さ
ら
に
は
、
二
〇
年
か
ら
二
五
年
に
か
け
て
二
〇
㌶
以
上
層
が
増
や
し
た
農
地
面
積
を
二
〇
㌶
未
満
層
が
減
ら
し

た
農
地
面
積
で
割
っ
た
「
二
〇
㌶
以
上
層
カ
バ
ー
率
」
を
算
出
し
、
そ
の
都
府
県
平
均
が
三
五
％
に
過
ぎ
な
い
こ
と
、

特
に
西
日
本
で
低
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
つ
ま
り
、
大
量
離
農
が
進
む
中
で
大
規
模
経
営
体
も
農
地
を
引
き
受

け
き
れ
な
い
状
況
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
。

　

農
地
荒
廃
の
危
機
は
、
経
営
体
の
後
継
者
確
保
状
況
か
ら
も
指
摘
で
き
る
。
農
林
業
セ
ン
サ
ス
で
は
「
後
継
者
の
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確
保
状
況
別
経
営
体
数
」
も
調
べ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
二
五
年
は
八
三
万
六
〇
五
四
の
農
業
経
営
体
の
う

ち
六
四
％
に
あ
た
る
五
三
万
四
九
九
四
経
営
体
が
「
後
継
者
を
確
保
し
て
い
な
い
」
と
し
て
い
る
。

　

団
体
経
営
体
（
非
法
人
を
含
む
）
に
限
れ
ば
、四
万
二
二
六
経
営
体
の
う
ち
二
万
四
〇
〇
経
営
体
が
「
後
継
者
不
在
」

で
あ
り
、
全
体
に
占
め
る
割
合
は
五
一
％
と
少
し
下
が
る
も
の
の
、
い
ず
れ
に
せ
よ
半
数
を
超
え
る
経
営
体
が
後
継

者
を
確
保
で
き
て
い
な
い
事
実
は
重
い
。「
人
よ
り
経
営
」
と
い
う
産
業
論
の
視
点
か
ら
も
、
そ
の
経
営
の
持
続
可

能
性
に
人
的
資
本
の
面
で
黄
信
号
が
と
も
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
。

単
な
る
「
産
業
統
計
」
に
し
て
は
な
ら
な
い

　

農
水
省
の
報
道
発
表
や
、
そ
れ
を
受
け
た
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
ぶ
り
を
批
判
す
る
あ
ま
り
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
側
面
を

強
調
し
過
ぎ
た
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
現
実
を
見
誤
っ
て
安
易
な
楽
観
論
に
陥
れ
ば
、
適
切
な
対
策
を
打
ち
出

す
こ
と
も
で
き
な
い
。
特
に
報
道
に
携
わ
る
人
々
に
は
、
公
表
さ
れ
た
数
字
の
「
裏
」
を
読
む
洞
察
力
や
分
析
力
を

求
め
た
い
。

　

さ
て
、
こ
う
し
た
危
機
の
実
相
を
直
視
す
れ
ば
、
各
集
落
で
策
定
が
進
め
ら
れ
て
い
る
地
域
計
画
を
「
絵
に
描
い

た
餅
」
に
せ
ず
、
農
業
者
・
住
民
と
自
治
体
や
農
業
関
連
団
体
が
真
剣
に
将
来
を
話
し
合
う
き
っ
か
け
と
す
る
こ
と

が
何
よ
り
重
要
だ
と
思
う
。

　

そ
こ
に
は
離
農
し
た
高
齢
者
を
含
む
非
農
家
や
地
域
外
か
ら
の
移
住
者
、
い
わ
ゆ
る
関
係
人
口
も
加
わ
る
こ
と
が
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望
ま
し
い
。
地
域
の
「
担
い
手
」
は
大
規
模
な
農
業
経
営
体
だ
け
で
な
く
、
そ
の
地
域
に
か
か
わ
り
を
持
つ
す
べ
て

の
人
々
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
の
意
味
で
も
、
二
五
年
セ
ン
サ
ス
の
調
査
を
前
に
農
業
集
落
調
査
の
廃
止
方
針
が
一
時
、
農
水
省
か
ら
提
示
さ

れ
た
の
は
極
め
て
残
念
な
こ
と
だ
っ
た
。
地
理
学
や
歴
史
学
を
含
む
研
究
者
ら
の
猛
反
発
を
受
け
て
撤
回
さ
れ
、
民

間
委
託
を
増
や
す
な
ど
し
て
継
続
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
議
論
の
過
程
で
は
「
農
林
業
経
営
体
が
存
在
し
な
い

集
落
は
調
査
対
象
か
ら
外
す
」
と
い
う
案
も
農
水
省
側
か
ら
示
さ
れ
た
と
い
う
。

　

当
初
、
廃
止
の
理
由
と
し
て
「
調
査
を
担
当
す
る
人
員
の
不
足
」
や
「
自
治
体
か
ら
個
人
情
報
の
提
供
を
受
け
る

こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
た
と
い
う
が
、
根
底
に
は
農
林
業
セ
ン
サ
ス
を
単
な
る
「
産

業
統
計
」
に
矮
小
化
す
る
発
想
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
筆
者
は
疑
っ
て
い
る
。

　

繰
り
返
す
が
、
農
業
は
地
域
社
会
に
深
く
根
差
し
た
産
業
で
あ
り
、
工
場
で
製
品
を
作
る
製
造
業
と
は
違
う
。
ま

た
、
小
規
模
で
不
効
率
な
経
営
で
あ
っ
て
も
、
中
山
間
地
域
や
離
島
・
半
島
地
域
を
含
む
国
土
の
隅
々
に
人
が
住
み
、

農
林
水
産
業
を
営
む
こ
と
に
は
大
き
な
意
味
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
環
境
、
景
観
、
水
資
源
、
生
態
系
な
ど
が
守

ら
れ
、
災
害
が
防
止
あ
る
い
は
緩
和
さ
れ
、
そ
こ
を
訪
れ
る
都
市
の
人
々
に
も
癒
し
や
憩
い
の
場
が
提
供
さ
れ
る
か

ら
だ
。

　

そ
の
「
多
面
的
機
能
」
を
政
策
立
案
の
根
拠
と
し
て
き
た
の
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
農
水
省
で
は
な
か
っ
た
か
。
同
省

に
は
そ
の
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、
統
計
を
含
む
今
後
の
行
政
運
営
に
当
た
る
こ
と
を
切
望
す
る
。
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